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《
人
事
案
件
》

○
五
木
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　

氏
名　

宮
田　

大
介
氏
（
再
任
）

　

住
所　

五
木
村
甲
５
６
５
７
番
地

○
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　

氏
名　

豊
原　

貴
誠
氏
（
再
任
）

　

住
所　

五
木
村
甲
１
６
７
０
番
地
６

《
議
決
案
件
》

○
五
木
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

★
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

過
疎
計
画

《
指
定
管
理
者
の
指
定
》

　

施
設
名　

味
噌
加
工
施
設

団
体
名　

五
木
村
同
志
会
味
噌
加
工
生
産

組
合

期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
33

年
３
月
31
日

《
規
約
の
一
部
改
正
》

○
人
吉
球
磨
消
防
組
合
規
約
の
一
部
変
更

★
組
合
の
経
費
に
係
る
構
成
市
町
村
の
負

担
金
の
割
合
に
つ
い
て
、
１
０
０
分
の

60
を
基
準
と
し
て
い
た
が
、
消
防
組
合

管
理
者
が
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
る

こ
と
に
変
更

《
条
例
の
制
定
》

○
行
政
不
服
審
査
会
設
置
条
例

★
行
政
不
服
審
査
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成

26
年
公
布
・
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

に
伴
い
行
政
不
服
審
査
会
を
設
置

○
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
提
出
資

料
等
の
写
し
等
の
交
付
に
係
る
手
数
料
に

関
す
る
条
例

○
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

《
条
例
の
一
部
改
正
》

○
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

★
行
政
不
服
審
査
会
委
員
を
追
加

○
五
木
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

○
五
木
村
税
条
例
の
一
部
改
正

★
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正

・
微
収
の
猶
予
及
び
換
価
の
猶
予
に
関
す

る
改
正
（
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
）

○
五
木
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

★
介
護
保
険
法
及
び
関
係
政
省
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
改
正

・
小
規
模
な
通
所
介
護
事
業
所
（
定
員
18

人
以
下
）に
つ
い
て
は
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
へ
移
行

・
認
可
が
県
か
ら
市
町
村
へ

○
五
木
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

★
介
護
保
険
法
及
び
関
係
政
省
令
の
一
部

の
改
正
に
伴
い
改
正

・
小
規
模
な
通
所
介
護
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
地
域
と
の
連
携
や
運
営
の
透
明
性

の
確
保
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
る
た
め
、整
合
性
の
あ
る
サ
ー

ビ
ス
へ
移
行
す
る
。

　

平
成
28
年
第
1
回
五
木
村
議
会
定
例
会
が
平
成
28
年
3
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の

9
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

案
件
は
「
人
事
2
件
」「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
1
件
」「
指
定
管
理
者
の
指
定

1
件
」「
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
規
約
の
一
部
変
更
1
件
」「
条
例
の
制
定
3
件
」「
条

例
の
一
部
改
正
5
件
」「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
2
件
」「
平
成
27
年
度
補
正
予
算
7
件
」

「
平
成
28
年
度
当
初
予
算
10
件
」
の
合
計
32
議
案
が
上
程
さ
れ
、
そ
の
内
「
条
例
の
改

正
1
件
」
と
「
補
正
予
算
4
件
」
は
先
に
審
議
を
行
い
、
初
日
に
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
5
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
村
政
を
質
し
ま
し
た
。

　

3
日
目
と
4
日
は
休
日
の
た
め
休
会
し
、　

5
日
目
と
6
日
目
は
一
般
会
計
の
新
年

度
予
算
を
全
員
協
議
会
で
審
議
を
行
い
、7
日
目
に
は
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
1
件
」

が
追
加
提
案
さ
れ
、
最
終
日
に
議
案
審
議
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、
全
議
案
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

建計画どうなるのか
３月定例会
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《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
》

○
工
事
名　

五
木
村
歴
史
文
化
交
流
施
設
建

築
工
事

　

契
約
金
額　

１
９
２
，
２
４
０
千
円

　

契
約
の
相
手
方　

味
岡
建
設
株
式
会
社

○
工
事
名　

五
木
村
歴
史
文
化
交
流
施
設
電

気
機
械
設
備
工
事

　

契
約
金
額　

５
１
，
８
４
０
千
円

　

契
約
の
相
手
方　

熊
本
設
備
株
式
会
社

追
加
提
案

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
》

○
工
事
名　

五
木
村
歴
史
文
化
交
流
施
設
展

示
造
作
什
器
製
作
工
事

　

契
約
金
額　

６
０
，
４
５
８
千
円

　

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
ト
ー
タ
ル
メ

デ
ィ
ア

28年度予算決まる

25億3,126万8千円
（前年度 39億2千万円）

村の再
村税
2億2,160万2千円
（8.8％）

村債
1億9,792万3千円
（7.8％）

自主財源
4億2,908万6千円
（17.0％）

自主財源
4億2,908万6千円
（17.0％）

自主財源
4億2,908万6千円
（17.0％）

依存財源
21億218万2千円
（83.0％）

依存財源
21億218万2千円
（83.0％）

依存財源
21億218万2千円
（83.0％）

分担金及び負担金使
用料手数料諸収入他
3,107万円
（1.2％）

財産収入
2,347万3千円
（0.9％）
繰入金
8,294万1千円
（3.3％）

繰越金
7,000万円
（2.8％）

地方譲与税
5,555万8千円
（2.2％）

地方交付税
10億8,020万1千円
（42.7％）

地方交付税
10億8,020万1千円
（42.7％）

地方交付税
10億8,020万1千円
（42.7％）

国庫支出金
1億9,435万円
（7.7％）

県支出金
5億7,415万円
（22.7％）

人件費
4億430万3千円
（16.0％）

人件費
4億430万3千円
（16.0％）

人件費
4億430万3千円
（16.0％）

物件費
5億1,040万3千円
（20.2％）

物件費
5億1,040万3千円
（20.2％）

物件費
5億1,040万3千円
（20.2％）

補助費等
3億3,817万2千円
（13.4％）

補助費等
3億3,817万2千円
（13.4％）

補助費等
3億3,817万2千円
（13.4％）

繰出金
1億863万7千円
（4.3％）

繰出金
1億863万7千円
（4.3％）

繰出金
1億863万7千円
（4.3％）

普通建設事業費（補助）
5億5,571万4千円
（22.0％）

普通建設事業費（補助）
5億5,571万4千円
（22.0％）

普通建設事業費（補助）
5億5,571万4千円
（22.0％）

普通建設事業費（単独）
9,769万8千円
（3.9％）

普通建設事業費（単独）
9,769万8千円
（3.9％）

普通建設事業費（単独）
9,769万8千円
（3.9％）

積立金
5,615万4千円
（2.2％）

積立金
5,615万4千円
（2.2％）

積立金
5,615万4千円
（2.2％）
投資・出資金
1千円（0.0％）
投資・出資金
1千円（0.0％）
投資・出資金
1千円（0.0％）

※割合（％）は小数点第２四捨五入※割合（％）は小数点第２四捨五入※割合（％）は小数点第２四捨五入

維持補修費
7,670万2千円
（3.0％）

維持補修費
7,670万2千円
（3.0％）

維持補修費
7,670万2千円
（3.0％）

公債費
2億9,065万円
（11.5％）

公債費
2億9,065万円
（11.5％）

公債費
2億9,065万円
（11.5％）

扶助費
8,716万2千円
（3.4％）

扶助費
8,716万2千円
（3.4％）

扶助費
8,716万2千円
（3.4％）

予備費
200万円
（0.0％）

予備費
200万円
（0.0％）

予備費
200万円
（0.0％）

災害復旧費
367万2千円
（0.1％）

災害復旧費
367万2千円
（0.1％）

災害復旧費
367万2千円
（0.1％）

歳 入
25億3,126万8千円

歳 入
25億3,126万8千円

歳 入
25億3,126万8千円

歳 出（性質別）
25億3,126万8千円
歳 出（性質別）

25億3,126万8千円
歳 出（性質別）

25億3,126万8千円

平成28年度　特別会計予算
会計名 歳入歳出予算（千円）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 208,580
ダ ム 対 策 事 業 特 別 会 計 167
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 20,380
農業集落排水事業特別会計 11,380
介 護 保 険 特 別 会 計 212,691
代替地上下水道事業特別会計 12,922
後期高齢者医療特別会計 22,603
墓 地 公 園 特 別 会 計 241
情 報 通 信 事 業 特 別 会 計 34,552
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五木村の財政状況
１　基金（貯金）
　平成27年度末現在高 1,956,083千円
　・村民一人当たり 1,659千円（２月末現在　1,179人）
　・１世帯当たり 3,805千円（２月末現在　514世帯）

２　村債（借金）
　平成27年度末現在高 2,489,693千円
　・村民一人当たり 2,111千円（２月末現在　1,179人）
　・１世帯当たり 4,843千円（２月末現在　514世帯）

平成28年度　一般会計予算で討論
　　　　岡本　精二　議員
　　　　私は反対の討論をしたいと思います。歳入の
繰入金に減債基金を取り崩してまでやることについて、
基金条例は何のためにある条例か。基金をあまりにも
簡単に支出されておると思われます。
　基金条例に示してある処分の内容であるべきと思い
ます。本村の財政は将来において厳しくなると思いま
す。今回の繰入金に、特に減債基金を取り崩してまで
やる必要があるのかどうか判らないので、私はこの予
算等については、反対をいたします。

　　　　藤本　新一　議員
　　　　私は賛成の討論を行いたいと思います。議員
各位、ご存知のとおり、財源等については私も非常に
厳しい面があると実感をしております。しかし、そう
いう中で、平成 30 年度までの村の振興問題を考えた時
に後戻りすることなく、前に進んでいかなければと思
います。今後もこのような問題が出てくると思います
が、非常に本村は自主財源が少ない中で、国・県に対
して、陳情・要望については、村長及び議員共々、要
望することを希望して、私は賛成いたします。

第2回臨時会（平成28年 2月 19日）
議 案 名 工事請負契約の締結について

全会一致可決
工 事 名 林道空舎線災害復旧工事
契 約 金 額 ９千７百74万円
契 約 相 手 方 ㈱尾方組　代表取締役　尾方成美

第3回臨時会（平成28年 3月 30日）
議 案 名 平成27年度一般会計補正予算（第8号）

賛成多数可決

（賛成8・反対 1）

補 正 額 △4千 5百 58万 1千円
最 終 予 算 額 35億 4千 3百 83万 8千円

主 な 増 減 額
地方創生加速化交付金事業　4千 6百 73万 1千円
減債基金積立金　△8千 6百 76万円

平成28年度への繰越額（第3回臨時会）
総 務 費 地方創生加速化交付金事業外2件 9千4百59万3千円
民 生 費 子どものための教育・保育事業費補助金事業 28万6千円
衛 生 費 竹の川・小原地区飲料水供給施設改修工事 1千5百38万4千円
農林水産業費 作業道内谷1号線開設工事外4件 1億2千8百94万1千円
土 木 費 村道内谷線道路改築工事外9件 2億3千1百87万4千円
教 育 費 五木村歴史文化交流施設建築工事関係 2億7千2百33万9千円
災 害 復 旧 費 林道空舎線・村道白蔵線災害復旧工事 8千2百1万8千円

計 8億2千5百43万5千円

臨 時 議 会

反対 賛成
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山
腹
崩
壊
の
危
険
性
も
あ
り
、
工
事
費

の
問
題
も
あ
る
。

•
村
道
鶴
線
は
何
㌧
車
ま
で
が
通
行
可
能

か
。

•
迂
回
路
は
大
型
車
が
通
行
可
能
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

•
西
谷
の
小
径
木
加
工
場
か
ら
川
辺
川
右

岸
に
道
路
を
造
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

•
栗
鶴
谷
川
は
県
の
砂
防
指
定
地
で
あ

り
、
川
側
に
は
拡
幅
で
き
な
い
。

•
宮
園
橋
は
県
が
平
成
26
年
10
月
に
点
検

済
み
で
、
平
成
14
年
の
点
検
時
か
ら
著

し
い
変
化
は
な
い
。

•
橋
脚
は
直
接
基
礎
で
あ
り
、
根
入
れ
は

２
ｍ
８
㎝
と
聞
い
て
い
る
。
設
計
図
等

は
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
確
認
は
で
き
な

い
。

•
橋
脚
下
部
を
巻
き
立
て
て
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
橋
脚
基
礎
で
は
な
く
、
橋
脚

を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

農
業
用
水
路
区
間
は
右
岸
側
に
道
路
を

新
設
し
、
栗
鶴
集
落
の
手
前
で
橋
脚
を
渡

し
て
欲
し
い
。

•
普
通
車
は
通
行
で
き
る
が
、
離
合
箇
所

は
必
要
で
は
な
い
か
。

•
栗
鶴
谷
川
の
右
岸
側
は
傾
斜
が
き
つ
く

　

平
成
27
年
11
月
12
日
付
で
北
校
区
４
区

長
か
ら
要
望
書
の
提
出
を
受
け
、
今
年
１

月
22
日
に
地
元
区
長
（
代
表
）
や
建
設
課

と
共
に
現
地
踏
査
を
行
っ
た
。

　

川
辺
川
に
架
か
る
宮
園
橋
の
橋
脚
が
昨

今
の
洪
水
で
河
床
が
低
下
し
、
根
入
れ
箇

所
の
安
全
性
や
橋
が
流
失
さ
れ
な
い
か
心

配
で
あ
る
。
熊
本
県
に
再
度
橋
脚
の
補
修

と
、
万
が
一
、
流
失
し
た
場
合
の
た
め
に

迂
回
路
確
保
と
し
て
、
村
道
鶴
線
の
早
期

改
良
を
村
当
局
に
提
案
し
て
欲
し
い
。

•
村
道
鶴
線
改
良
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
に
国
庫
補
助
事
業
に
て
農
業
用
水

路
を
設
置
し
た
関
係
で
、
10
年
間
は
形

状
変
更
が
で
き
な
く
、
集
落
関
係
者
に

は
農
林
課
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
宮
園
橋
に
係
る
要
望
に
対
す
る
報
告
」

（
村
道
鶴
線
の
早
期
改
良
を
含
む
）

調
査
の
経
緯

要
望
内
容
（
要
約
）

建
設
課
か
ら
の
説
明

地
区
区
長
か
ら
の
意
見

委
員
か
ら
の
意
見

•
宮
園
橋
の
橋
脚
は
河
床
の
低
下
に
よ
り

洗
掘
さ
れ
危
険
で
あ
る
。

•
宮
園
橋
の
安
全
性
が
確
認
で
き
れ
ば
迂

回
路
は
考
え
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

•
橋
脚
の
根
入
れ
が
、
は
っ
き
り
し
な
い

の
で
、
県
に
調
査
を
要
望
し
た
方
が
よ

い
。

　

建
設
課
の
説
明
や
踏
査
し
た
結
果
、
宮

園
橋
が
万
が
一
、
流
失
し
た
場
合
、
迂
回

路
の
必
要
性
は
確
認
し
た
が
、
村
道
鶴
線

は
普
通
車
の
通
行
は
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
離
合
箇
所
が
な
く
設
置
の
検
討
は
必
要

で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
要
望
者
が
心
配
し
て
い
る

宮
園
橋
の
調
査
を
早
急
に
熊
本
県
に
要
望

し
、
洪
水
時
の
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と

を
担
当
課
へ
要
請
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
迂
回
路
の
整

備
が
必
要
と
あ
れ
ば
、
工
事
費
の
面
か
ら

村
道
鶴
線
の
改
良
と
川
辺
川
右
岸
ル
ー
ト

な
ど
、
多
面
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

ま
と
め
た
。

ま
と
め

橋脚の洗掘が心配される宮園橋（西谷側より望む）
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山本　豊 議員

一般　　質問

平
成
28
年
度
の
施
策
は

和
田
村
長　

お
住
ま
い
の
方
々
の
幸
福
度
を
高
め
る

質
問　

平
成
28
年
度
の
施
策
に

つ
い
て
は
施
策
の
目
標
、
重
点

施
策
、
主
要
施
策
を
示
さ
れ
、

施
策
の
目
標
は
、
誇
れ
る
ふ
る

さ
と
五
木
村
を
目
標
と
し
た
基

本
構
想
の
実
現
ふ
る
さ
と
五
木

村
づ
く
り
計
画
、
生
活
再
建
計

画
の
着
実
な
実
施
、
昨
年
10
月

に
策
定
さ
れ
た
五
木
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
・

人
口
減
少
の
対
策
、
重
点
施
策

は
安
定
し
た
雇
用
の
場
の
確
保

の
推
進
、
若
者
の
移
住
、
定
住

対
策
の
推
進
、
五
木
村
民
の
幸

福
度
を
高
め
る
事
業
と
し
て
早

急
に
取
り
組
ま
れ
る
も
の
は
何

か
村
長
に
伺
い
た
い
。

村
長　

幸
福
度
を
高
め
る
事
業

と
し
て
早
急
に
取
り
組
む
の
は
、

予
算
の
制
約
等
も
あ
る
が
、
平

成
28
年
度
で
一
番
考
え
て
い
る

の
が
、
人
口
の
定
住
と
就
業
の

場
が
必
要
で
あ
り
、
就
業
の
柱

と
し
て
林
業
振
興
に
よ
る
も
の

と
、
そ
れ
以
外
に
就
業
さ
れ
て

い
る
方
も
含
め
、
定
住
促
進
事

業
等
々
の
活
用
を
図
り
お
住
ま

い
の
方
々
の
幸
福
度
を
高
め
、

さ
ら
に
、お
移
り
い
た
だ
く
方
々

を
多
く
お
迎
え
す
る
と
い
う
事

も
大
事
と
思
っ
て
い
る
。

集積中の杉丸太
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村
長　

過
去
、
本
村
は
色
ん
な

調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
行
っ

た
が
、
こ
れ
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
報
告
が
な
か
な
か
出
来
な

い
。
数
値
化
出
来
る
も
の
も
あ

れ
ば
、
出
来
な
い
も
の
も
あ
る
。

端
的
に
「
児
童
、
生
徒
数
が
幾

ら
増
え
ま
し
た
よ
」
と
言
え
る

ほ
ど
単
純
に
は
い
か
な
い
も
の

が
あ
る
。

樅木晴美 議員

教育の現場から見た
少子化問題は

深水教育長　五木村の良さを実感し誇りを持った人材を育てる

一般　　質問 質
問　

昨
年
の
国
勢
調
査
に
お

い
て
、
本
村
の
人
口
は
１
０
４

６
人
と
の
発
表
が
な
さ
れ
、
こ

の
ま
ま
で
は
少
子
化
に
益
々
拍

車
が
か
か
り
、
将
来
に
お
い
て

消
滅
集
落
が
現
実
の
も
の
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
中
、
教
育
の
現

場
か
ら
み
た
少
子
化
対
策
の
ヒ

ン
ト
と
な
り
う
る
も
の
が
あ
る

か
。
又
、
行
政
の
支
援
が
必
要

な
事
業
に
は
ど
ん
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
か
。
ま
ず
は
村
長
に

伺
い
た
い
。

村
長　

や
は
り
村
内
に
お
い
て

ど
う
就
業
の
機
会
を
増
や
す
か

で
あ
り
、
短
期
的
に
は
、
観
光

分
野
、
食
品
関
係
、
色
々
な
業

種
も
必
要
で
あ
る
が
、
本
村
で

は
、
林
業
関
係
の
方
に
多
く
定

住
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長　

人
口
が
減
少
す
る
と

い
う
事
は
、
当
然
、
子
供
の
数

も
減
少
す
る
と
い
う
事
で
、
学

校
の
児
童
・
生
徒
数
も
減
少
す

る
わ
け
で
、
学
校
現
場
と
し
て

は
、
非
常
に
残
念
な
こ
と
だ
と

考
え
る
。
そ
こ
で
現
在
、
本
校

の
児
童
生
徒
に
は
、
五
木
で
暮

ら
す
事
の
魅
力
や
誇
り
に
つ
い

て
学
び
、
外
部
か
ら
の
方
に
は
、

本
村
の
魅
力
あ
る
学
校
教
育
を

知
っ
て
も
ら
い
、
本
村
の
学
校

に
「
通
わ
せ
た
い
」「
通
い
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

児
童
・
生
徒
数
の
減
少

が
進
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
将
来

に
お
い
て
完
全
複
式
学
級
と
い

う
事
も
考
え
ら
れ
る
が
、
複
式

学
級
の
基
準
は
な
に
か
。

教
育
長　

要
は
、
２
つ
の
学
級

に
合
わ
せ
て
16
人
以
上
い
た
ら

単
式
の
学
級
に
な
る
が
、
そ
れ

以
下
に
な
る
と
複
式
学
級
と
な

る
。
ち
な
み
に
、
１
年
生
を
含

む
2
つ
の
学
級
の
場
合
、
合
計

し
て
８
人
以
上
い
る
と
単
式
に

な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

今
後
、
本
村
の
人
口
が
、

急
激
に
増
え
る
と
い
う
可
能
性

が
低
い
中
、
将
来
性
の
あ
る
魅

力
あ
る
村
づ
く
り
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
お
ら
れ

る
か
。

教
育
長　

ま
ず

は
子
供
た
ち
に

五
木
の
良
さ
を

本
当
に
実
感
し

て
も
ら
い
「
ふ

る
さ
と
五
木

村
」
に
誇
り
を

持
つ
子
供
た
ち

を
育
て
る
事
。

そ
れ
に
は
地
域

の
方
々
の
協
力

を
仰
ぎ
な
が
ら

新
し
い
取
り
組

み
を
や
り
た
い

と
考
え
て
い

る
。

五木東小学校
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岡本　正 議員

一般　　質問

福
寿
草
な
ど
希
少
植
物
の

保
護
対
策
は
ど
う
な
っ
た
か

和
田
村
長　

条
例
制
定
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い

質
問　

福
寿
草
な
ど
花
の
保
護

対
策
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
平

成
22
年
３
月
と
23
年
６
月
に「
条

例
を
制
定
し
て
保
護
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
」
と
質
問
し
、

村
長
は
「
関
係
３
村
と
協
議
し

な
が
ら
保
護
で
き
る
形
に
し
た

い
。
来
シ
ー
ズ
ン
ま
で
は
制
定

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
」
と

答
弁
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
５
年
に

な
る
が
、
ど
う
な
っ
た
か
。

村
長　

3
村
の
首
長
さ
ん
に
は

お
話
し
た
が
、
具
体
的
に
条
例

が
ど
う
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
至
っ
て
い
な
い
。
早
急
に

県
の
条
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

ど
う
言
う
対
策
が
で
き
る
か
考

え
た
い
。
た
だ
、
今
、
五
木
村

だ
け
で
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
は
実

施
し
て
い
る
。

質
問　

元
井
谷
の
福
寿
草
な
ど

の
花
は
全
部
が
希
少
植
物
で
は

な
い
が
、
五
木
村
の
観
光
資
源

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
し
、
観
光
客
を
引
き
付

け
る
大
き
な
財
産
で
あ
る
と
思

う
。
村
長
は
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た

が
、
福
寿
草
な
ど
の
群
生
地
が

現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
担
当
課
は
把
握
し
て
い
る
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

現
在
、

シ
ー
ズ
ン
で
問
い
合
わ
せ
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
、
交
通
状
況

と
か
は
確
認
し
て
い
る
が
、
具

体
的
に
福
寿
草
の
群
生
地
の
詳

細
は
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問　

現
地
は
把
握
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
福

寿
草
の
踏
み
荒
ら
し
が
非
常
に

ひ
ど
い
群
生
地
が
相
良
村
と
五

木
村
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
、

両
村
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
保

護
は
難
し
い
。
是
非
、
相
良
村

と
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
が
、
村
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

村
長　

条
例
ま
で
い
く
か
は
別

と
し
て
、
再
度
、
相
良
村
と
協

議
を
し
た
い
。

ク
ネ
ブ
の
生
産
事
業
に
つ
い
て

質
問　

新
規
事
業
で
ク
ネ
ブ
の

生
産
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
生
産
目
標
と
今
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

農
林
課
長　

ク
ネ
ブ
の
生
産
事

業
に
つ
い
て
は
、
希
少
な
果
実

で
も
あ
る
の
で
、
地
域
資
源
と

し
て
見
直
し
を
し
な
が
ら
栽
培
、

加
工
、
販
売
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
特
産
品
を
生
み
出
し
、
現

在
、
道
の
駅
で
商
品
化
さ
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
原
材
料
が

不
足
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、

村
の
方
で
当
初
は
苗
木
作
り
を

１
０
０
０
本
と
し
て
い
た
が
、

い
き
な
り
１
０
０
０
本
は
無
理

な
の
で
、
当
面
は
３
０
０
本
ぐ

ら
い
を
３
年
で
委
託
生
産
を
計

画
し
て
い
る
。

質
問　

委
託
加
工
し
て
道
の
駅

で
売
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
思

う
。
高
知
県
の
馬う
ま
じ路
村
の
よ
う

に
村
内
に
加
工
場
を
作
っ
て
地

場
産
業
を
起
こ
さ
な
い
と
雇
用

は
生
ま
れ
な
い
。
加
工
場
は
ク

ネ
ブ
だ
け
で
な
く
、
シ
イ
タ
ケ

や
農
産
物
を
使
っ
た
商
品
の
開

発
を
目
指
し
、
当
然
、
材
料
は

五
木
村
だ
け
で
は
足
り
な
い
と

思
う
。
足
り
な
い
材
料
は
人
吉
、

球
磨
郡
内
か
ら
集
め
て
加
工
し
、

五
木
の
名
前
で
全
国
に
売
っ
て

い
く
よ
う
な
展
開
に
し
て
欲
し

い
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

村
長　

量
的
な
問
題
が
あ
る
の

で
、
今
作
っ
て
い
る
リ
キ
ュ
ー

ル
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
販
売
し
な
が
ら
反
応
を
見

て
お
り
、
非
常
に
好
評
を
得
て

い
る
が
、
材
料
が
足
り
な
い
と

言
う
こ
と
で
、
今
回
ク
ネ
ブ
の

苗
木
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
あ

る
程
度
、
量
が
集
ま
れ
ば
、
村

内
で
加
工
す
る
必
要
性
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
出
来
る
だ
け
早
く
そ
う
言

う
状
態
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
当
面
は
委

託
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
方
法

し
か
な
い
。
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中村俊也 議員

狩猟従事者の確保は
和田村長　免許取得の補助と専従体制の検討したい

一般　　質問 質
問　

平
成
26
年
と
27
年
度
の

本
村
に
お
け
る
鳥
獣
の
被
害
状

況
を
伺
い
た
い
。

農
林
課
長　

農
作
物
に
つ
い
て

は
、
26
年
度
で
は
３
６
５
㌃
で

１
３
４
万
１
，
０
０
０
円
で
27

年
度
は
３
６
０
㌃
の
１
０
７
万

９
，
０
０
０
円
。
林
業
関
係
に

つ
い
て
は
、
広
大
な
面
積
の
被

害
状
況
の
正
確
な
把
握
が
非
常

に
困
難
で
苦
慮
し
て
い
る
。

村
長　

近
年
、
シ
カ
被
害
が
顕

著
に
な
り
、
実
際
の
被
害
以
上

に
、
生
産
意
欲
の
低
下
等
、
精

神
的
な
被
害
も
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

移
動
を
伴
う
鳥
獣
に
よ

る
被
害
の
拡
大
防
止
の
た
め
に

も
、
近
隣
の
町
村
と
の
広
域
的

な
連
携
も
必
要
と
前
々
か
ら
話

し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
。
毎
年

2
割
ず
つ
シ
カ
は
増
え
、
狩
猟

従
事
者
は
後
継
者
不
足
に
よ
り

今
後
、
減
少
し
て
い
く
中
、
早

急
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
の
広
域
的
取
組
み
の
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
。

村
長　

大
き
な
広
域
と
い
う
点

で
は
、
南
九
州
3
県
で
一
斉
捕

獲
日
を
設
け
、
一
斉
に
捕
獲
隊

員
が
駆
除
に
当
た
る
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
球

磨
郡
の
隣
接
地
域
間
で
は
、
捕

獲
に
対
す
る
補
助
金
等
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
取

り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
。
現
在
、

奨
励
金
や
補
助
金
を
統
一
す
る

整
備
を
し
て
い
る
。

質
問　

本
村
で
は
狩
猟
従
事
者

の
確
保
と
負
担
軽
減
の
た
め
、

狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
補
助

金
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
補
助

の
金
額
や
制
度
を
活
用
さ
れ
た

人
数
等
を
伺
い
た
い
。

農
林
課
長　

銃
に
つ
い
て
は
上

限
額
30
万
円
の
3
分
の
2
で
あ

る
20
万
円
ま
で
で
ワ
ナ
に
つ
い

て
は
上
限
9
万
円
の
3
分
の
2

で
あ
る
6
万
円
ま
で
と
し
て
い

る
。
助
成
を
始
め
た
23
年
度
か

ら
27
年
度
ま
で
に
10
名
が
活
用

さ
れ
、
う
ち
9
名
が
狩
猟
従
事

さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
総
隊

員
数
は
65
名
で
、
60
代
以
上
が

半
数
を
占
め
て
い
る
。

質
問　

昨
年
7
月
、
静
岡
県
で

起
き
た
電
気
柵
に
よ
る
死
亡
事

故
に
よ
り
、
本
村
で
も
緊
急
点

検
を
さ
れ
た
と
思
う
が
、
そ
れ

以
降
の
電
気
柵
の
点
検
状
況
を

伺
い
た
い
。

農
林
課
長　

毎
月
発
行
す
る
農

林
課
だ
よ
り
等
に
よ
る
周
知
や

出
荷
協
議
会
の
方
々
へ
直
接
周

知
を
促
す
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

質
問　

本
村
の
シ
カ
肉
の
活
用

状
況
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
シ

カ
肉
と
同
様
に
イ
ノ
シ
シ
肉
の

出
荷
体
制
を
構
築
す
る
考
え
は

な
い
か
。

村
長　

昨
年
度
に
活
用
部
会
に

持
ち
込
ま
れ
た
個
体
数
が
４
８

０
頭
ほ
ど
で
、
う
ち
２
㌧
強
が

生
産
さ
れ
て
販
売
に
至
っ
て
い

る
。
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、

個
体
差
が
激
し
く
、時
期
に
よ
っ

て
も
変
動
が
あ
り
、
数
も
少
な

い
た
め
、
出

荷
体
制
を
構

築
す
る
に
は

至
っ
て
い
な

い
。

農
林
課
長　

現
在
、
シ
カ

肉
は
県
内
外

に
30
件
ほ
ど

の
取
引
先
が

あ
り
、
半
分

程
度
の
肉
が

安
定
的
か
つ
、
定
期
的
に
取
引

さ
れ
て
い
る
。
ジ
ビ
エ
料
理
の

普
及
推
進
に
尽
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

五
木
の
山
林
や
農
作
物

を
守
る
た
め
に
も
、
そ
れ
に
関

わ
る
方
々
の
や
り
が
い
を
守
る

た
め
に
も
、
鳥
獣
対
策
は
緊
急

の
課
題
で
あ
る
。
狩
猟
従
事
者

の
所
得
の
向
上
も
含
め
た
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
策
を
考

え
て
お
ら
れ
る
か
。

村
長　

従
事
者
の
高
齢
化
の
問

題
を
克
服
す
る
こ
と
。
ま
た
、

解
体
を
す
る
方
も
含
め
て
、
安

定
し
た
勤
務
が
で
き
る
よ
う
な

専
従
で
仕
事
と
し
て
や
っ
て
い

た
だ
く
体
制
の
模
索
を
協
議
し

た
い
。

ソーラー発電による電網



平成28年4月28日発行 10

た
経
営
を
目
指
せ
な
い
か
。

村
長　

振
興
公
社
は
、
一
般
財

団
法
人
の
資
格
の
問
題
や
そ
の

他
の
団
体
等
も
色
々
制
約
が
あ

る
が
、
ど
う
結
び
付
け
ら
れ
る

か
整
理
を
し
た
い
。

質
問　

高
齢
化
が
進
む
中
で
各

地
域
の
水
道
施
設
の
管
理
も
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
管
工
事
の

資
格
を
取
り
、
水
道
事
業
等
へ

の
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い

か
。

村
長　

下
水
道
を
含
め
た
維
持

管
理
を
ど
う
す
る
か
重
要
な
こ

と
だ
と
思
う
。

※
「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
と
は

…
東
京
圏
な
ど
の
高
齢
者
が
自
ら

の
希
望
に
応
じ
て
地
方
に
移
り
住

み
、
健
康
で
積
極
的
な
生
活
を
送

り
、
医
療
介
護
が
必
要
な
時
に
は

継
続
的
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
構
想
。

対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
施
設
を

五
木
村
に
整
備
す
る
よ
う
要
望

す
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

移
住
者
の
受
け
入
れ
で

医
療
費
も
増
す
懸
念
も
あ
る

が
、
県
に
は
申
し
入
れ
た
い
。

質
問　
「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
を

総
合
戦
略
に
盛
り
込
ん
で
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
、
ふ
る
さ

と
振
興
課
長
に
伺
う
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

取
り
組

む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
医

療
費
や
介
護
給
付
費
等
の
増
加

で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
発
生
す
る
か

も
知
れ
な
い
。

子
守
唄
の
里
五
木
に
つ
い
て

質
問　

出
資
比
率
も
あ
る
が
、

定
款
を
変
更
し
、
社
長
が
村
長

で
な
く
、
民
間
の
社
長
を
置
い

て
経
営
す
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

商
法
的
な
面
で
村
の
保

有
株
数
の
比
率
を
下
げ
る
な
ど

を
含
め
、
検
討
し
た
い
。

質
問　

昨
年
、
議
会
で
視
察
研

修
し
た
島
根
県
雲
南
市
の
第
三

セ
ク
タ
ー
（
㈱
吉
田
ふ
る
さ
と

村
）
の
設
立
は
当
初
か
ら
民
間

の
経
営
で
10
部
門
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
本
村
も
振
興
公

社
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
、
観

光
協
会
等
を
合
併
し
て
安
定
し

藤本新一 議員

一般　　質問

集
合
住
宅
は
高
齢
者
の
要
望
を
重
視
し
て

和
田
村
長　

費
用
等
の
面
も
あ
り
検
討
し
た
い

高
齢
者
集
合
住
宅
に
つ
い
て

質
問　

以
前
か
ら
集
合
住
宅
建

設
の
必
要
性
を
提
案
し
て
き
た

が
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
平
成
29
か
ら
30
年
度
に
計
上

さ
れ
て
い
る
。
調
査
を
し
て
計

画
さ
れ
た
の
か
。

村
長　

色
々
調
査
を
し
て
い
る

が
引
き
続
き
調
査
し
、
今
回
は

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
」
を
受
け
、
過
疎
計
画
の
中

で
整
備
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

計
画
で
高
齢
者
を
支
援

す
る
「
保
健
・
医
療
等
の
施
策

の
推
進
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

村
長　

げ
ん
ぞ
う
会
や
訪
問
介

護
、
要
介
護
者
住
宅
改
築
に
伴

う
費
用
の
助
成
等
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

質
問　

本
村
の
今
後
10
年
間
の

人
口
推
移
で
は
高
齢
者
の
減
少

率
は
低
い
。
高
齢
者
が
健
康
で

長
生
き
す
る
施
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

村
長　

健
康
を
維
持
し
生
活
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
げ
ん
ぞ

う
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

訪
問
介
護
等
を
充
実
し
た
い
。

質
問　

高
齢
者
は
冬
場
や
梅
雨

時
期
等
、
大
変
な
生
活
を
さ
れ

て
い
る
。
年
金
だ
け
で
の
生
活

で
な
く
、
家
庭
菜
園
な
ど
で
野

菜
な
ど
を
栽
培
し
自
給
自
足
的

な
生
活
も
さ
れ
て
い
る
。
集
合

住
宅
の
建
設
と
併
せ
て
加
工
場

や
菜
園
な
ど
の
整
備
も
必
要
と

思
う
が
。

村
長　

集
合
住
宅
は
都
市
型
の

住
宅
で
な
く
、
農
山
村
に
あ
る

よ
う
な
住
宅
を
含
め
て
検
討
し

た
い
。

質
問　

高
齢
者
は
住
み
慣
れ
た

と
こ
ろ
を
離
れ
た
く
な
い
考
え

も
あ
る
が
、
集
合
住
宅
は
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
季

節
的
に
入
居
し
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

村
長　

一
番
の
問
題
は
家
賃
や

光
熱
水
費
の
負
担
が
増
え
る
。

体
験
入
居
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

質
問　

移
住
さ
せ
る
※

「
日
本
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
を
取
り
入
れ

る
施
設
を
整
備
す
る
と
雇
用
の

場
も
生
ま
れ
る
が
、
国
・
県
に

五木村保健福祉総合センター
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3 1日 人吉高校五木分校卒業式
 ２日 3月定例全員協議会

  議会運営委員会
 4日 全員協議会
 7日 3月定例郡議長会議
 9日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 10日 平成28年第1回議会定例会～18日
 13日 五木中学校卒業式
 23日 例月監査（岡本監査委員）
  五木東小学校卒業式
 24日 県町村監査協議会定期総会及び研修会（岡本監査委員）
 25日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・山本議員）
 26日 五木中央保育所卒園式
 30日 平成28年第3回議会臨時会

4 5日 五木村歴史文化交流施設建築工事起工式
  4月定例全員協議会

 7日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 8日 広報委員会
  五木東小学校入学式
 11日 五木中学校入学式
  人吉高校五木分校入学式
  熊本県知事来庁応対（議長）

 12日 球磨地域振興局幹部との懇談会（議長）
 14日 4月定例郡議長会議
 15日 広報委員会
  郡監査委員連絡協議会定期総会（岡本監査委員）
 19日 村有林伐採箇所視察（全議員）
 20日 広報委員会
 21日 五木村観光協会との意見交換会
  例月監査（岡本監査委員）～22日
 22日 五木村戦没者追悼式
  広報委員会
 26日 平成28年第4回議会臨時会
  ダム対策特別委員会

5 11日 5月定例全員協議会 12日 5月定例郡議長会議
 13日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 19日 例月監査（岡本監査委員）
 20日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（田山議員）
 22日 保・小・中・高合同運動会
 30日 全国正副議長研修会（議長・岡本副議長）～31日

●議会の動き（３月～５月）●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

追
跡

あ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
た
？

平
成
25
年
4
月
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
「
村
道
鶴
地
下
谷
線

道
路
改
良
工
事
」
に
つ
い
て
、
完
成
ま
で
を
追
跡
し
ま
し
た
。

要
望
書
「
村
道
鶴
地
下
谷
線
道
路
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
」

要
望
書
「
村
道
鶴
地
下
谷
線
道
路
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
」

平
成
24
年
5
月

●
下
谷
地
区
区
長
よ
り
道
路
改
良
の
要
望
書
の
提
出

平
成
24
年
９
月
議
会
定
例
会

　

●
道
路
改
良
の
必
要
性
を
報
告
（
経
済
常
任
委
員
会
）

平
成
25
年
5
〜
9
月

●
測
量
設
計
に
着
手
し
、
業
務
完
了

平
成
26
年
8
月

●
道
路
規
格
の
問
題
も
あ
り
、
単
独
事
業
で
工
事
着
手

平
成
27
年
1
月

●
部
分
改
良
と
舗
装
も
整
備
さ
れ
、
工
事
完
了

着工前しゅん工



　

４
月
14
日
に
発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」

本
村
で
も
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
今
後
も
突
然
の
天
災
が
、

ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

皆
さ
ん
も
日
々
の
生
活
に
は
充
分
留
意
さ

れ
、
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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桜
の
季
節
が
近
づ
く
と
、

心
に
浮
か
ぶ
二
つ
の
こ
と

ば
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

「
桜
吹
雪
」。
ひ
と
ひ
ら
ひ

と
ひ
ら
は
、
は
か
な
く
と

も
、
花
び
ら
が
一
斉
に
風

に
舞
い
散
る
風
景
に
は
圧

倒
的
な
大
自
然
の
臨
場
感

が
あ
り
、
二
つ
は
、
初
冬

の
こ
ろ
に
ち
ら
つ
く
雪
を
風
雅
な
春

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
「
風
花
」
と
呼

ぶ
感
情
。
四
季
そ
れ
ぞ
れ
を
愛
で
る

日
本
人
な
ら
で
は
の
美
意
識
を
感
じ

ま
す
。

　

春
は
、
出
発
と
出
会
い
の
季
節
で

も
あ
り
議
会
広
報
も
新
た
な
御
縁
の

花
が
咲
く
日
々
に
人
と
人
が
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
皆
様
方
の
御

指
導
と
御
協
力
を
お
願
い
し
、
花
冷

え
に
留
意
さ
れ
、
す
て
き
な
春
を
楽

し
ま
れ
ま
す
よ
う
。　
　
　
　

山
本

次
回
の
定
例
会
は
６
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編集
後記

白シャクナゲ

ヤマブキ
バラ科ヤマブキ属
4月～ 5月にかけ濃い黄色の花を咲かせる。山野の湿った場所に多く自生している。
本村では、石灰岩質の所に多く見かけられる。白色のヤマブキも見るが花ビラの付き
方や葉の付き方で別属とされ、シロヤマブキと呼ばれる。品種には八

や え

重咲きのヤマブ
キも見られる。

マルバアオダモ（トサトネリコ）
モクセイ科トネリコ属
4月～ 5月にかけて新枝の先に花序を出して白い花
を多数咲かせ、山野の日当たりの良い場所に多く自
生する。名前のマルバ（円葉）は葉の形ではなく他
のアオダモ類に比べ葉の形が不明瞭なことに由来す
るそうだ。写真には無いが同属のトネリコは別名「タ
モ」や「タモノキ」と呼ばれ、野球で使うバットの
材料やコマ回しのコマなどを作るのにも使われた。


